山梨県コンクール　二部　佳作賞
わが家のごはん
　　　　　丹波山村立丹波小学校五年
　　　　　　　　　　　　佐上　綾香　
　三年前のある日、すいはん器からけむりが出てこわれてしまいました。しかし、丹波山村にはお店がないのですいはん器を売っているお店はありません。そこで、はんごうでお米をたくことにしました。そのお米がおいしくて、いまでもはんごうでお米をたいています。
　はんごうでは、家族が協力してお米をたきます。まず、お母さんが朝に、お米をお水につけておきます。わたしが、学校から帰ってから、はんごうでお米をたきます。最初は、ふっとうするまで強火にしておきます。ふっとうして、水が出て来たら弱火にします。少したつとパチパチしてくるので最後に中火から強火に五秒ほどするときれいにたくことができます。そのままでは、まだベチャベチャしているので二十分から三十分おいておきます。お米の火かげんの調節やおいておく時間が長くて大変ですが、はんごうでたけたごはんは、別格です。
　わたしは、五年生の社会のじゅぎょうで米農家がピンチなことを知りました。たとえば、生産者がへっていたり、消費者のお米を食べる量が、少なくなっていることです。生産者がへっているのは、高齢化が進んでいて、新しく農業をはじめる人はほとんどいないからだそうです。消費者がお米を食べる量が少なくなったのは、パンやめんを食べるようになったからだそうです。わたしは、社会の勉強をするまで米農家がピンチなことを知りませんでした。そんな中、農家の人たちがしている工夫は、お米を使った新しい商品を考えたり、農業体験したりする活動をしているそうです。たとえば、げん米を使ったベーグルや田植え作業などです。お米を使った料理を作ることで買いたいなと思う人もいると思うし、農業体験では、お米のことをもっとよく知りたいと思ったり、米を作りたいと思う人もいると思うのでとてもいい活動だと思いました。わたしも、一度お米を作っていねかりをするまでしたことがあります。田植えがすべて、手作業なので、こしが痛くなり苦労したことを覚えています。しかし収穫したお米を食べると、いつも食べているお米よりもおいしく感じました。苦労して作られるものだからこそ、わたし達はこれから、もっと感謝してお米をたべるべきだなと思いました。
　実はわたしはパン派です。
「今日は、パンにする？それともごはん？」とお母さんに聞かれることがあります。たくさんの農家の方が一生けん命、作ってくれていること、はんごうでたいたごはんのおいしさを知った今、わたしはこう答えます。
「ごはん！」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

